
























































































































りを見落とすといったことがあると指摘した。他にも，私的自己意識（Malcolm & Keenan, 





























Granhag, & Hartwig, 2004）。日本人を対象にして，嘘についての信念手がかりを調べた研









体の動きが多くなるという信念が抱かれていた（The Global Deception Team, 2006）。しか
し，これらの欺瞞の手がかりに関する信念の多くは誤っていることが分かってきている。正
確性のある信念は６つ（声の高さ，発話の割合，笑顔，頭の動き，直接性，妥当な回答）の

























されている（Masip, Alonso, & Garrido, 2005）。多くの研究における虚偽検出課題は，提示
刺激の本当と嘘の比率が50％ずつになっているため，虚偽判断数が多いことは，本当のこと
を話している刺激に対しても，嘘であると判断してしまっている（Vrij, 2008; Hurst & 
Oswald, 2012）。また，信頼感についても，一般的信頼感の高い人のほうが，虚偽検出にお







































































（Mann et al., 2004）や選択回答式の質問法（Vrij, Akehurst, & Knight, 2006），相関法






知傾向である（Bond & DePaulo, 2006）。嘘バイアスによって，真偽判断における虚偽判断
（lie judgments）は増えることが示されているが，このような認知バイアスがどのような要
因によって影響を受けているのかは明らかにされていない。また，嘘バイアスは実際の真偽













































































平均値 中央値 標準偏差 歪度 尖度 最小値 最大値 範囲
疑わしさ傾向 18.5 18.0 4.619 .207 -.274 7.0 31.0 24.0
真実への偏重 10.9 11.0 2.556 .297 .491 4.0 20.0 16.0






F1 F2 F3 F4
信頼に対する恐怖（α＝.85）
今は何かと話せても、他人などまったく当てにならない .75 -.01 .02 -.09
私はなぜか人に対して疑り深くなっている .73 -.02 .01 .14
所詮、周りは敵ばかりだと感じる .68 .00 -.09 .05
今心から頼れる人にもいつか裏切られるかもしれないと思う .65 -.09 -.03 .05
過去に、誰かに裏切られたりしたりだまされたりしたので、信じるのが怖くなっている .63 -.07 .07 .16
人は、ほかの人を信用しない方が安全であると思っている .59 .10 -.21 -.21
人は、ほかの人を援助することを内心では嫌がっている .42 .02 -.11 .02
人は自分のためなら簡単に相手を裏切ることができるだろう .41 .28 .02 -.07
気をつけていないと、人は私の弱みに付け込もうとするだろう .40 .10 .15 .30
人は、多少良くないことをやっても自分の利益を得ようとする .38 .22 .03 -.04
嘘に対する警戒（α＝.79）
人は、口先ではうまいこと言っても、結局は自分の幸せに一番関心がある .14 .69 .06 -.15
人は、成功するために嘘をつく .02 .59 .03 .13
人は、厄介な目にあわないために、嘘をつく -.09 .58 -.06 .04
人は、他人の権利を認めるよりも、自分の権利を主張する .05 .57 -.03 .03
人は、基本的には正直である .01 .50 -.01 .18
私の地位や立場が変われば、私自身も今とは全く違う人間になるだろう -.05 .50 .00 .16
人間に対する理想（α＝.71）
人は、普通清く正しく人生を送る .03 .01 .65 -.11
人は、普通ほかの人と誠実に関わっている -.20 .21 .62 -.12
人は、ほかの人の親切に下心を感じ、気をつけている -.16 -.06 .59 .09
人は、自分がすると言ったことは実行する .11 -.12 .58 .06
二面性に対する不信（α＝.59）
人は、だれも知らないところで多くの罪を犯している -.18 .18 -.27 .57
人は、頼りにできる人がわずかしかいない .30 -.01 .15 .48
人は、チャンスがあれば税金をごまかす .05 .08 .01 .44
因子間相関







疑わしさ傾向 .68 ** .37 ** -.34 ** .51 ** .51 **
真実への偏重 -.25 ** -.04 .45 ** -.04 -.07







































性別（女性＝0,　男性＝1） .05 -.01 -.02 -.12
猜疑心尺度
　疑わしさ傾向 .15 .10 .02 .02
　真実への偏重 .11 .09 .01 .40 **
対人信頼感不信感尺度
　信頼に対する恐怖 -.09 .09 -.24 * .12
　嘘に対する警戒 -.14 -.25 ** .02 .18 *
　人間に対する理想 .14 .04 -.02 .05
　二面性に対する不信 -.16 † .17 † .09 -.06
嘘に対する不快感 .19 * .04 -.02 .08






































































第１ステップ 性別（女性＝0,　男性＝1） -.07 -1.19
猜疑心尺度
　疑わしさ傾向 .08 0.93





　二面性に対する不信 .00 0.01 .05 1.99 †
第２ステップ 嘘に関する道徳観 .04 0.60
嘘の行動表出 -.02 -0.36
非言語行動への注意 -.06 -1.01
主観的なだまされやすさ -.28 -4.48 ** .07 4.89 **
第３ステップ 嘘の手がかりに対する確信度 .18 2.98 ** .03 8.90 **
モデルR２
　　†p＜.10, *p＜.05, **p＜.01
.142 （F（12, 278）＝3.68, p＜.01）
Table 6　主観的な虚偽知覚を目的変数とした階層的重回帰分析

























猜疑心 -.14 † -.17 † -.57 ** -.16
対人信頼感不信感 .35 ** .11 .48 ** .10
R2adj .09 ** .01 .22 ** .02
　　†p＜.10, **p＜.01












視線移動 身体の動き 視線嫌悪 一貫性 感じの良さ 表情の変化 曖昧な印象 緊張している様子
出現頻度 37.8% 14.5% 13.8% 13.4% 11.3% 11.0% 6.7% 6.4%
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猜疑心尺度 低群 53 51 104
(48%) (30%) (37%)
中群 31 62 93
(28%) (36%) (33%)
高群 27 59 86
(24%) (34%) (30%)
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People communicate with each other in an environment where truthful communication 
is assumed to be truthful, and therefore, it is difficult to perceive others’ lies. However, in 
experimental settings, when people are asked to judge the veracity of a given statement, 
the rate of truthful or deceptive judgments would vary. According to meta-analysis 
(Hartwig & Bond, 2011), the perception of cues associated with lies has a great effect on 
actual judgments of veracity. Moreover, it has been revealed that people who are tend to 
be suspicious of others would hold stereotypical beliefs. In the current study, we focused on 
personality traits and beliefs associated with cues to lie underlying the veracity judgments. 
Specifically, the relationships between personality traits (i.e., generalized suspicion and 
interpersonal trust), cognitive features related to lie, and beliefs about cues to lie were 
examined. The data was collected from 283 undergraduate students through an online-
survey. Results indicated that suspicion correlated with interpersonal trust and that both 
personality traits independently affected the cognitive foundation concerning lies. Suspicion 
had a positive effect on moral sense of lie, while towards the display of behaviors related to 
lie it was distrust, a subscale factor of interpersonal trust, which had a positive influence. 
Additional analysis showed that suspicion and interpersonal trust partly increased the 
estimates of subjective disposition to be deceived. Also, eye-shifting was frequently reported 
as a belief about cues to lie in consistent with previous research. Confidence factor of cue 
to lie was associated with interpersonal trust when the detection of lies had been considered 
difficult. Finally, we discussed the relationship between suspicion and lies.
Keywords：lies, suspicion, cues to deception, interpersonal trust and distrust
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